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４－４－３　下水処理法

　現在、シリアで稼働中の下水処理場の処理法は、標準活性汚泥法、機械式エアレーションラ

グーン法、酸化安定池であり、計画中のものはこのほかに長期間曝気法が加わっている。しか

し、設計部門と維持管理部門との連携がないため、維持管理を考えて低廉な処理法を選定しよ

うとするインセンティブが設計部門に働きにくい。また、維持管理費の赤字分は、政府が補填

してくれる構造になっているため、維持管理部門でも費用回収について関心が低く、その土地

に一番ふさわしい処理法が選定されている結果になっていない。

　また、ラッカ県では人口 5,000 人程度の集落を対象に、地方行政・環境省が設計した回分式

活性汚泥法を採用した処理場が建設中であった。この処理法は、流入変動に対応した各プロセ

スの運転時間（流入→曝気→沈殿→放流＋汚泥引き抜き）を、熟練した技術者が試行錯誤を繰

り返しながら、過去の経験に基づいて、季節変動なども考慮してきめ細かく設定する必要があ

り、実際に汚水が流入し始めたときに、この処理場を下水道処理経験が皆無な職員がうまく運

転できるとは思えない。

　シリア側から日本に対して、最新技術の提供を求める発言が随所でなされているが、これら

の技術は、たいてい、初期費用や維持管理費も高く、高度な技術が要求されることが多いの

で、安易にこのような技術の導入をするべきではなく、本格調査ではシリア側に現実的なアプ

ローチの必要性を認識させることが重要である。

４－４－４　維持管理の現状

　下水処理場が整備されたあとの維持管理は、上下水道公社あるいは分離して設立される下水

道公社が担当することになっているが、これまで下水道事業の経験がないことや、主な事業が

上水道であったことから、公社の下水道に関する関心も低く、また、技術者もほとんどいない

のが実情である。下水道分野の経営者・技術者の訓練・育成が今後の大きな課題となっている。

　上下水道公社自身、主要事業である水道事業ですら歳入を上回る歳出となっているが、その

赤字分は政府が補填してくれることから、コスト意識が欠如している。また、世界銀行では接

続件数 1,000 か所に対し５名の職員数が適当と勧告しているのに対し、実際にはこの何倍もの

職員が雇用されており、それが赤字を大きくしている遠因の１つともなっている。

　一方、ダマスカス下水道公社は良好な維持管理を行っており、適切な指導と訓練があれば、

シリア側にも十分な潜在能力があることを示している。ダマスカス下水処理場は、イギリスの

コンサルタントが設計し、土木工事はシリア、機械電気設備はイタリアからの輸入で 1997 年

末に完成している。運転の初期段階に、イタリアの専門家が１年半派遣され処理場職員を訓練

している。現在、処理水は基準以下の非常に良好な水質となっており、消化タンクから発生す

るメタンガスは場内の電気の70％程度を賄い、将来的には汚泥からベンゼンを作るパイロット

プラントを造る計画を有するなど、非常に建設的で意欲的である。

　また、ダマスカス下水道公社ではトレーニング・コースがあり、外部の職員・技術者のトレー

ニングも行っている。

４－５　優先度の高い地域の下水道の現状

　JICA本格調査でM/P を策定する優先度の高い地域（４地域７県）の抱えている問題は、それ

ぞれ少しずつ異なっている。ダマスカスルーラル県は人口増加が著しく、上水源として利用して
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いる地下水の汚染を問題にしているのに対し、地中海沿岸地域のラタキア県やタルトゥース県は、

海岸地区が生活排水により汚染され、観光資源の価値が損なわれることに危機感をもっている。

　一方、ダラア県はやはりダマスカスルーラル県と同様に、湧水や地下水汚染を問題視している

が、その深刻さはダマスカスルーラル県ほどではない。ユーフラテス川流域の３県（ハサケ、ディ

エルゾール、ラッカ）では、上水源はユーフラテス川から取水し、それを浄化施設で処理したあ

と、給水している自治体がほとんどであるため、仮に川の水質汚濁が進んでも、当面は浄化施設

の強化で対応が可能であるなど、それぞれの県で下水道施設の必要性に温度差がある。以下に優

先度の高い４地域７県の下水道の現状を示す。

４－５－１　ダマスカスルーラル県

（1）地域概況

　人口300万を抱えるシリアで最大の人口を有する地域であり、同時に人口増加が最も急

激に進んでいる地域である。産業の40％が工業で１万6,000の工場があり、下水道整備の

優先地域である。同地域の50万人分の下水はダマスカス下水処理場に流入している。ダマ

スカス下水処理場は地理的にはダマスカスルーラル県に位置しているが、ダマスカス特別

市の下水を処理しており、運営維持管理はダマスカス下水道公社が行っている。

（2）下水道事業体

　地方行政・環境省・県により 11 か所の小規模下水処理場建設計画が進められており、

近々上下水道公社から分離して下水道公社が設立される予定である。現在、下水幹線は住

宅建設省が、その他の下水管は各自治体が管轄している。

（3）下水道整備の現状

　図４－４にダマスカスルーラル県の下水処理場位置図、並びに表４－４にダマスカス

ルーラル県の下水処理場インベントリーを示す。稼働中、建設中、調査済又は調査設計中

を合わせて 27 か所の下水処理場があるが、これらを全部合わせても人口カバー率はまだ

50％以下といわれている。住宅建設省、地方行政・環境省・県ともに全体を見据えた計画

がなく、場当たり的にプロジェクトを行っており、中長期的なM/Pが必要な状況にある。

1） 稼働中の下水処理場

　稼働中の下水処理場は２か所。北部のQara（ E1 ）はコミュニティーが建設した小

規模下水処理施設。Harran Al Awadeed（ E2 ）は2000年にGTZの支援で試験的に造

られたWet-land 方式の処理施設であるが、メンテナンスフリーを特徴としているた

め、その後モニタリングが行われておらず、機能しているかどうか不明である。

2） 建設中の下水処理場

　Yabrood（⑬）、Deir Atiyeh（⑭）、Beit-Jin（⑮）の３か所の下水処理場の土木工事

が住宅建設省の予算で実施されているが、機械電気設備工事の目処は立っていない。

一方、11か所の小規模下水処理場建設（①～⑪）は地方行政・環境省・県の予算で実

施されており、2006 ～ 2007 年の完成を目標としている。







－ 59 －

3） 計画中の下水処理場

　Al Nabak（⑫）は地方行政・環境省・県の予算で調査設計中。Sirgaya（⑰）は住宅

建設省の予算で既に調査設計済み。

4） ドナー支援プロジェクト

a） EIB

　Al Zabadani（⑯）はEIBの無償援助で、フィンランドのコンサルタントがF/Sを

実施中。実施のローンについてはまだ合意に至っていない。

b） UNRWA

　UNRWAは Khan Dannoun & Khan Eshieh 地区で、難民支援で周辺村落を含む

３万2,000haの総合的な上下水道整備計画を実施している。下水処理場は２か所計

画されている。全体の調査設計F/Sと難民キャンプのインフラ整備は、EUの無償援

助でUNRWAが実施し、その他の上下水道整備は、EIBローン（3,000万ユーロ）と

シリア側の負担（3,000万ユーロ）で実施することになっている。2008年完成を目

標に実施中であるが、シリア側負担分工事の遅れから完成の遅れが懸念されている

（詳細は「４－６ 他ドナーの援助動向」参照）。

c） 世界銀行

　Barada & Ghouta Gharbiyah地区は、世界銀行の無償援助で下水道整備F/Sが2003

年に完了している。Barada 地区の下水はダマスカス下水処理場に接続し、Ghouta

Gharbiyah地区には２か所の下水処理場の建設を計画しているが、実施の目処は立っ

ていない（詳細は「４－６ 他ドナーの援助動向」参照）。

d） マレーシア政府

　ダマスカス近郊で３か所の下水処理場建設計画を実施中。全体の調査設計F/Sは

マレーシア政府が無償援助で行い、その後１か所の下水処理施設（1,000人規模）の

建設も無償援助で行う。残る２か所（5,000～２万5,000人規模）はシリア側が建設

する計画である。

４－５－２　ダラア県

（1）地域概況

　ダマスカスの南部に位置する穀倉地帯であり、かつ観光地域でもある。県人口は 90 ～

100万人でパレスチナ難民の流入があり、人口が増加している。また、年間80万人の観光

客がある。ダラア市の人口は現在15万人であるが、2030年には40万人になると予測され

ている。

　水道水源は湧水（６か所）と地下水井戸（380か所）で、その比率はおおむね半々となっ

ている。下水による地下水の汚染が懸念されており、既に40か所の井戸と２か所のダムで

水質が悪化し、飲料用の使用を停止している。地下水中の窒素、リンの濃度が高くなって

おり、特に西部地区の地下水汚染が問題となっている。下水の灌漑利用の需要が高い地域

でもある。
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る湧水池（Lake Assin）から導水している。下水管が全域に普及しており、ルーラルでは

家庭のほとんどが集落下水道に接続している。下水の灌漑利用はされていない。

（2）下水道事業体

　２年前に下水道公社が設立されている。従業員数は計画では250名であるが、まだ下水

処理場が完成していないため業務量が少なく、現状の従業員数は50名で、うち下水道専門

家は７名となっている。

（3）下水道整備の現状

　稼働中の下水処理場はない。ルーラルの下水道整備M/Pがある。40か所の集落下水道を

建設し、そのうち 32か所に下水処理場（5,000 ～１万人規模）を設置する計画である。15

か所の下水管網は 2005 年末までに完成の見込み。上記 40 か所のうち 20 か所は建設の目

処が立っているが、残りの 20か所は未確定であり、既存計画の見直しを JICA本格調査に

期待している。

1） ラタキア市の下水道

　下水処理場の建設は、地中海陸上起因汚染防止プログラムの一環としてフランスの

企業（OTV社）と既に調印済みであるが、着工に至っていない。ラタキア市の下水道

整備計画は、海岸への未処理放流下水をインターセプターで遮集し、ポンプで下水処

理場へ送水するものである。13か所のポンプ場が建設中であるが、下水処理場が未着

工の状況にある。

2） ドナー支援プロジェクト：地中海陸上起因汚染防止プログラム

　EUが支援する 2006 ～ 2010 年の下水道関連の投資計画として、ラタキア、バニア

ス、タルトゥース、ジャブラの４か所の下水処理場とバニアスの石油精製施設の水処

理施設が決定している（詳細は「４－６ 他ドナーの援助動向」参照）。

４－５－５　ラッカ県

（1）地域概況

　アサドダム直下で、ユーフラテス川上流部に位置する農業地帯。アサドダムはアレッポ

の飲料水並びに灌漑用水となっている。トルコからの生活排水と農業用水の流入により湖

の富栄養化が進行しており、水質汚染が懸念されている。図４－６にユーフラテス川流域

の都市位置図を示す。県人口は 80 万人で、ラッカ市の人口は 30 万人。

　ユーフラテス川沿いの市町村は、飲料水、農業用水ともにユーフラテス川に依存してい

るが、川沿いにないトルコ国境近くの市町村は地下水を利用している。ラッカ市には未処

理下水を含んだ小河川が北側のトルコから流れてきており、雨期は川の水で希釈されるも

のの、乾期は正に下水路となってユーフラテス川に流入している。

　工場排水としてラッカ市に砂糖工場（１か所）がある。１か所だけで収穫期の３か月間

のみの稼働であるため、ユーフラテス川の水量からすれば現在のところ大きな問題には

なっていない。
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（2）下水道事業体

　上水道公社内に下水道部（Department of Sewerage）を組織すべく、人材を募集してい

る段階である。現在は技術者が２名、近々工兵隊（Military Service）から５名来る予定で

ある。

　上下水道公社の財務状況は、年間収入２億 8,900 万シリアポンドに対し支出は３億シリ

アポンドで、若干政府の補助金に頼っているものの、シリア国内の14の事業体で最も水道

事業の赤字額が少ない事業体である。現在の総職員数は 850 名。

（3）下水道整備の現状

　稼働中の下水処理場はない。地方行政・環境省の管轄で５か所の小規模下水処理場

（4,000 ～ 5,000人）が県によって建設されている。上記５か所の小規模下水処理場の建設

について住宅建設省は一切関与しておらず、下水道行政の二元化を露呈している。完成後

は上下水道公社が運営維持管理をすることになっている。

　ラッカ市に次ぐ下水道整備の優先順位として、①ユーフラテス川上流部（アサドダム直

下）の Ath Thawra 市（13 ～ 14 万人：GCEC が既に調査を開始）、②トルコ国境の地下水

を水源としている Tal Abyad 市（２万 2,000 人）を要望している。また、ユーフラテス川

沿いに人口の 60 ～ 70％が住んでおり、水道水源である同河川の水質保全のために、都市

部のみでなく村落部を含む水質汚染対策としての下水道整備計画の立案を要望している。

〈ドナー支援プロジェクト〉

　ラッカ市の下水処理場建設についてスペインの支援が決定し、スペイン企業に対する

設計施工の入札が2005年11月に行われる予定である。入札の内容は、F/S（GCECが実

施）の見直し、詳細設計、建設までの Turn-key 契約となっている。

４－５－６　ディエルゾール県

（1）地域概況

　ユーフラテス川の下流域に位置し、同川沿いに３つの大きな市（Dier-al-zor：22万 5,000

人、Al Mayadeen：22 万人、Abukamal：22 万人）がある。県人口は 100 万人。水道水源

はすべてユーフラテス川に依存している。浄水場は各市町村にあり、全体の給水量は30万

m3／日で凝集沈殿のあと、急速ろ過で処理している。現時点で水道水源として水質に重大

な問題はないが、河川内の植物の繁殖が著しく、将来的にオゾン処理の導入も検討してお

り、ディエルゾール県にとってユーフラテス川の水質保全が最優先課題となっている。

　Al Mayadeen のすぐ上流でハサケから流れてくる同川支流のハボール（Khabour）川が

合流している。工場排水はディエルゾール市に製紙工場（１か所）と砂糖工場（１か所）

があるが、最大の汚染源は生活下水と農業排水（農地造成、肥料、除草剤）といわれている。

（2）下水道事業体

　上下水道公社内に下水道部（Department of Sewerage）を組織すべく、人材を集めてい

る段階であり、現状では下水道に関する業務は行っていない。上下水道公社の総従業員数

は1,400名。現在は県の技術部（Department of Technical Affairs）が下水道を担当している。
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